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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は日本産アナゴ科魚類について, 形態 ･類縁 ･分類 ･生態などの諸研究結果を総合的にとりま
とめたものである｡
形態学的研究では背鰭始部の位置, 上唇の折り返しの有無, 尾部 ･側線鱗 ･鰭条などの外部諸形質と,
歯 ･両顎 ･舌孤 ･鮭孤 ･懸垂骨 ･鮭がい骨 ･頭がい骨 ･肩帯 ･脊椎骨 ･消化器官 ･鯨 ･頭部側線管系など
の内部諸形質が取り扱われ, これらの諸形質について種間の変異を追求し, さらに分化の傾向とその生物
学的意義について論じている｡




は, 眼前骨の下縁から下方へ 2 - 3個の骨質突起が出ているが, 折り返しのよく発達した種類にはこのよ
うな突起はみられない｡ このことから, この突起は折り返しが退化した上唇を補強するために発達した特
化形質であると推定されている｡
従来, 本科魚類には鱗が全くないとされていたが, 精査の結果, 側線部の皮下に退縮鱗が側線鱗の残存
物として存在することがわかった｡ この燐は種類によって著しく変異するが, その形態からして, この類
はゴテンアナゴ型, クロアナゴ型およびアイアナゴ型の 3型に大別され, ゴテンアナゴ型からクロアナゴ
型を経てアイアナゴ型へと退化したと推定される｡ したがって側線鱗の形態は本科魚類の類縁を考察する
上に重要な 1形質とされている｡
尾端部, 鰭粂および尾端部脊椎骨などの形態の問にも関連性が認められる｡ 尾端部は種類によって, 鍾
くて強固なもの, 糸状に延長するもの, およびこれら両者の中間型を示すものなどがある｡ 鰭条には分節
のある種類とない種類とがある｡ また尾端部脊椎骨ばその付属骨格とともに種類によって多様に分化して
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おける魚体の平均推算体長を求めた｡ その結果, 耳石の第 4 輸紋形成時までは, 魚体の平均推算体長は雌
雄で著しい相違がみられないが, それ以後では雌は雄より大きい傾向があることがわかった｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
従来日本近海産アナゴ科魚類は, 主として外部形態に基づいて分題されていたため, 種名の混乱がみら
れ, また種間や属問の類縁関係もほとんど明らかでなかった｡ 生態学的研究も- , 二の研究者によって行
なわれてきたにすぎない｡ 著者は日本各地から得た多数の標本により, 日本近海産の全種類について内外
諸形質を比較検討し, その総合的新知見に基づいて, 種間や属間の類縁関係を推定し, かつ新分類体系を
樹立している｡ これらの新知見と多数の標本の精査に基づいて, 従来の分類に再検討を加え, 種名の確立
につとめている｡ これら一連の研究においてほ著者によって始めて用いられた形質も少なくなく, これら
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の新知見はいずれも類縁を推定し, 分類体系を樹立する上に重要な役割を果たしている｡
さらに生態的研究においてほ, 従来全く不明であったゴテンアナゴの年令, 産卵および食性などの諸点
を明らかにしている｡ これらの新知見はいずれも学術的にも実用的にも貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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